
ご担当者様

第一次産業省（MPI）とニュージーランド食品安全省（NZFS）は、食品安全問題を非常に
重視しています。

ニュージーランド食品安全省は、ハチミツのサンプルに含まれるグリホサート残留物を対
象とした調査を、2017/2018および2018/2019に実施しました。

販販売可能な蜂蜜から採取したサンプルには、規制値を超えるグリホサート残留物は無く、
食品安全性の懸念はありませんでした。

生ハチミツのサンプルの少量はから、規制レベルを超えるグリホサート残留物を示しまし
たが、これらのサンプルに関連する食品安全性の懸念はありませんでした。

ここれを日々の生活に例えた場合、5歳の子供が0.1 mg / kgのグリホサート残留値（ニュー
ジーランドの最大残留値）を含む蜂蜜を食べたとします。その子供が毎日、約230kgの蜂
蜜を人生一生食べ続けてやっと、世界保健機関（WHO）が規定する日々のグリホサート
摂取量に到達するのです。

これらの調査の結果は、他の国際的なレポートや研究で発表されている残留レベルと、有
病率が同等またはそれ以下であることを示しています。

マリリニュージーランドのお客様へ

マヌカハニーからグリホサートが発覚したという報道について、お手紙を書きます。
一次産業省（NZ政府省庁）によると、ニュージーランド蜂蜜に関する食品安全基準の
見直しを実施しました。結果は、食品安全の懸念が無いことを示しています。蜂蜜中
の残留グリホサートによる懸念によりテストされた単花のマヌカハニーはどれも、研
究によるとグリホサート陰性でした。

ニニュージーランドの養蜂家はこの問題を重要な案件だと認識し、巣箱の設置場所を
慎重に検討し、散布場の近くに巣箱を置かないように地主と定期的に連絡を取りあ
っています。Oha Honeyの観点からしましても、この問題を数年前から認識していま
す。全土地主との契約上、巣箱が養蜂所にある間はスプレーを使用しないことを約
束しています。

私私たちの蜂箱は、スプレーが全く使用されたことがない人里離れ隔離された地域にあ
ります。もしも、スプレーやその他の汚染物質に蜂箱が危機にさらされる可能性があ
ると懸念した場合、グリホサートをテストします。懸念がある場合は、それを知らせる
義務があります。

私私たちが購入する蜂蜜の中には、自社で生産されていないものも少量ありますが、そ
の場合グリホサートを含むその他潜在的な汚染物質の検査を行う場合があります。
ニュージーランド内の一部の生産者さんは、蜂蜜を自社で採取するのではなく他社か
ら大量に購入している為、グリホサートの検査を定期的に行っています。

ママヌカゴールドはニュージーランド政府のすべての食品安全基準、及び輸出基準を満
たしている為、安全に食する事が出来ます。多くの場合、ニュージーランドで最も人里
離れた場所から収穫されており、オハ社の特別なトレーサビリティシステムを使用して
、土地からお客様のお口に届くまで、完全に追跡可能です。 


